
 

科学の裾野を広げる異分野融合サイエンス 

理数教育の最先端、ＳＳＨに本校が指定 
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米興高 SSH 企画部 

米
沢
興
譲
館 

Ｓ
Ｓ
Ｈ
通
信 

る
等
の
制
度
構
築
も
進
ん
で
き
た
。 

 

そ
の
よ
う
な
中
、
今
回
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ
指
定
に
よ
り
、
前
回

指
定
時
の
課
題
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
た

取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
く
予
定
だ
。 

 

前
回
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ
指
定
時
の
課
題
と
し
て
あ
げ
ら
れ
た
主

な
も
の
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

（１） 

地
域
や
他
校
、
と
り
わ
け
中
学
校
へ
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ
事
業

の
取
り
組
み
の
発
信
が
不
十
分
で
あ
っ
た
。 

（２） 

英
語
力
の
重
要
性
や
国
際
化
を
意
識
さ
せ
る
よ
う
な

事
業
が
不
十
分
で
あ
っ
た
。 

 

こ
れ
ら
を
受
け
て
、
今
年
度
よ
り
当
面
３
年
間
を
見
据

え
た
本
校
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ
構
想
を
右
の
概
略
図
と
し
て
表
し

た
。
ま
ず
、
１
年
生
を
主
対
象
と
し
て
学
校
設
定
教
科
・

科
目
『
異
分
野
融
合
サ
イ
エ
ン
ス
』
を
展
開
す
る
。
こ
れ

は
、
全
教
科
が
協
働
す
る
こ
と
で
、
様
々
な
学
問
領
域
を

融
合
さ
せ
、
地
域
の
科
学
関
連
企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど

の
各
種
団
体
、
大
学
や
研
究
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら

体
験
的
な
実
験
講
座
や
演
習
、
企
業
訪
問
研
修
等
を
行
う

も
の
で
あ
る
。
低
学
年
の
段
階
で
様
々
な
分
野
を
「
自
然

科
学
」
の
切
り
口
で
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
自
然
科
学
に
対

す
る
興
味
・
関
心
が
増
大
し
、
あ
わ
せ
て
科
学

技
術
リ
テ
ラ
シ
ー
の
涵
養
を
促
す
取
り
組
み

と
な
る
。
こ
の
事
業
を
通
し
、
地
域
と
の
連
携

を
深
め
、
前
回
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ
指
定
時
の
課
題
（１）

を
克
服
し
て
い
く
。 

 

ま
た
、
下
表
（
平
成
２３
年
度
本
校
生
を
対

象
と
し
た
調
査
結
果
）
に
示
し
た
よ
う
に
、
幼

尐
期
の
科
学
実
験
教
室
へ
の
参
加
経
験
の
有

無
が
、
高
校
段
階
で
の
科
・
系
選
択
（
進
路
選

択
）
に
大
き
く
関
係
し
て
く
る
こ
と
も
わ
か
っ

た
。
し
た
が
っ
て
、
あ
わ
せ
て
、
小
中
学
生
に

向
け
た
体
験
型
の
科
学
実
験
教
室
を
実
践
す

る
こ
と
で
、
地
域
と
の
連
携
と
あ
わ
せ
て
科
学

の
裾
野
を
広
げ
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。 

 

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
低
学
年
時
の
学
び
に
よ
っ

て
、
科
学
の
面
白
さ
や
奥
深
さ
に
気
づ
き
、
そ

の
よ
う
な
学
問
を
さ
ら
に
深
く
学
ん
で
い
き

た
い
と
い
う
生
徒
に
対
し
て
は
、
２
年
生
以
降

か
ら
卓
越
研
究
者
の
素
養
を
育
む
研
修
等
に

取
り
組
ん
で
い
く
。
日
本
の
将
来
を
担
う
サ
イ

エ
ン
ス
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
（
卓
越
し
た
研
究
者
）

に
な
る
た
め
に
は
、
豊
か
な
表
現
力
や
国
際
性

が
備
わ
っ
て
い
る
必
要
が
あ
る
。
国
語
科
や
英

 

本
年
度
、
本
校
は
文
部
科
学
省
よ
り
平
成
２８
年
度
ま
で

の
５
年
間
、
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
以
下
、

Ｓ
Ｓ
Ｈ
と
略
す
）
の
指
定
を
受
け
た
。
国
家
的
な
事
業
で
あ

る
Ｓ
Ｓ
Ｈ
指
定
は
、
未
来
を
担
う
科
学
技
術
系
人
材
を
育
て

る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
、
理
数
系
教
育
の
充
実
を
は
か
る
取

り
組
み
で
あ
る
。 

 

平
成
１４
年
度
（
Ｓ
Ｓ
Ｈ
事
業
開
始
初
年
度
）、
文
部
科
学

省
は
全
国
で
２６
校
を
Ｓ
Ｓ
Ｈ
と
し
て
３
ヵ
年
の
指
定
を
行

っ
た
。
そ
の
中
の
一
つ
で
あ
っ
た
本
校
は
、
学
校
設
定
教
科

『
生
涯
科
学
』
に
よ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
や
高
等
教
育
機

関
等
と
連
携
し
た
校
外
学
習
資
源
の
有
効
活
用
法
の
開
発
、

理
工
部
の
部
活
動
支
援
、
高
大
連
携
に
よ
る
教
員
の
指
導
力

向
上
、
そ
し
て
、
全
教
科
に
よ
る
「
科
学
す
る
心
」
育
成
の

取
り
組
み
等
を
展
開
し
て
き
た
。 

 

前
回
の
指
定
終
了
か
ら
今
回
の
指
定
ま
で
７
年
間
の
期

間
が
あ
っ
た
わ
け
だ
が
、
そ
の
間
も
Ｓ
Ｓ
Ｈ
継
承
事
業
と
し

て
、
学
校
設
定
教
科
『
生
涯
科
学
』
を
理
数
科
で
実
践
し
、

全
校
生
徒
を
対
象
と
し
て
校
外
学
習
資
源
を
活
用
し
た
事

業
を
継
続
す
る
な
ど
、「
科
学
す
る
心
」
を
つ
な
い
で
き
た
。

ま
た
、
平
成
１９
年
３
月
に
は
、
山
形
大
学
工
学
部
と
高
大

融
合
協
定
を
締
結
し
、
大
学
の
講
義
を
本
校
生
が
受
講
で
き

表
現
力
・
国
際
性
の
育
成

Ｓ
Ｓ
Ｈ
成
果
の
普
及
と
継
承

発展型課題研究

卓越研究者の
素養を育む研修

日本の将来を担うサイエンスイノベーター育成

異分野融合サイエンスとフィールドワーク研修
（科学の裾野を広げる）（センス・オブ・ワンダー体験）

参加あり 参加なし 参加％ 有意差

普通科文系 16 123 11.5 ※

普通科理系 21 102 17.1

理 数 科 19 56 25.3 ※

総　　計 56 281 16.6

小学生時代の科学実験教室への参加経験の有無と 

高校における科・系選択の関係 ※：p<0.05（χ2検定） 

語
科
と
協
力
し
な
が
ら
、
海
外
研
修
等
も

見
据
え
た
事
業
も
展
開
し
て
い
く
予
定

だ
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
前
回
Ｓ
Ｓ
Ｈ
指
定

時
の
課
題
（２）
も
克
服
し
て
い
き
た
い
。 

ＳＳＨオリエンテーション後の理数科集会の様子。 

先輩より後輩へ「科学する心」を伝えてくれた。 


